
平成２8 年度 北栄みのりグループホーム 事業計画 

 

事 業 所 名 北栄みのりグループホーム 

施設長・管理者名 施設長：佐伯 和也    管理者：前田 説子 

実 施 事 業 
地域密着型認知症対応型共同生活介護 

地域密着型介護予防認知症対応型共同生活介護 

開 設 年 月 日 平成１８年４月１日 

所 在 地 鳥取県東伯郡北栄町東園２１９-１ 

正 規 職 員 数 ２名 

臨 時 職 員 数 １1 名 

パ ー ト 職 員 数 ２名 

定 員 数 等 １８名 目標利用者数 17.6 人／月 利用率 98 ％ 

職 員 配 置 
管理者兼介護支援専門員 1 名 

介護職員 １２名   夜勤専門介護員 ２名 

 

１ 基本方針 

認知症になっても、地域の中であたりまえの暮らしができるように、ご利用者様の

個性を尊重し家庭的な環境のもとで、一人ひとりの力を引き出せるように支援します。 

ご利用者様の心身の状態を把握し、医療機関との連携を図り適切な対応に努めます。 

地域の一員として地域活動を通じ、馴染みの関係を大切にしていきます。 

 

２ 運営 

(１)  お一人おひとりの「出来ること」を引き出し、充実した生活を送れるよう支援

します。 

(２)  住み慣れた地域の中で、家族や友人との関係を保ちながら、馴染みの関係の中

で、安心して生活できるよう配慮します。 

(３)  選択の自由と個性を尊重します。 

共同生活住居にあっても、「個性と尊厳」を最大限尊重し、可能な限りご利用者

様の思いに添ったサービス提供に努めます。 

(４)  家庭的な雰囲気の中で、安全で快適な暮らしができる環境づくりに努めます。 

家庭的な環境のもとで、掃除、洗濯、食事作りなどの日常生活を共に行うこと

により身体機能が保てるとともに、居心地の良い生活空間となるよう努めます。 

(５)  医療機関と連携を図り、健康を維持しながら安心して過ごせるよう支援します。 

希望される医療機関に定期的に通院し、心身の健康を維持していただくことで、

心穏やかに生活していただけるよう支援します。 

  

３ 主な実施事業 

(１)施設整備事業 

   なし 



(２)事業活動 

  ① 保育園との交流(ひまわり交流会) 

ご利用者様の長年培ってこられた技術を伝える場、また、子どもとかかわるこ

とにより、自然と笑顔になれることから、子どもと触れ合う機会を作ります。 

  ② 七夕会( そうめん流し大会) 

    全長２５メートルを超えるそうめん流しの設備を整え、ご利用者様に驚きと喜

びの提供を目的とし、楽しんでいただける企画にします。 

③ 収穫祭(北栄みのり交流まつり) 

地域住民の方、また近隣の施設との交流の機会でもあり、施設で採れた野菜を

用いた会食、地域のボランティアグループや職員の出し物などを行い、楽しい交

流の場作りに努めます。 

④ 蚕の飼育(蚕さんプロジェクト) 

入居しておられる多くのご利用者様が営んでおられた、養蚕を生活の中に取り

入れることによって、仕事に打ち込んでおられた頃を思い出し、役割の提供をす

ることにより、認知症の進行を遅らせ、収穫した繭で作品を作ることで楽しみ、

喜びを提供します。  

  ⑤ 北栄由良ゆら川下り大会 

    ２６年度大会アイデア部門優勝、２７年度大会同部門準優勝のノウハウを生か

し、ご利用者様とイカダ作りを楽しみます。 

 

４ 安全管理・衛生管理 

(１) 「気づき」の観察力を高めるため、ヒヤリ・ハットを実践することにより、リ 

スクマネージメントとして分析し、事故防止に努めます。 

(２) 事故防止をはじめ、設備・備品等の安全管理を行い、物品等の整理整頓及び福 

祉用具等のメンテナンス、環境整備に努めます。 

(３) 感染症予防に向け衛生管理と衛生教育の徹底を図ります。 

 

５ 防火・防災、救助活動 

災害対応マニュアルにより、防災及び災害時の人命の安全、被害の軽減を図ります。 

(１) 防火管理者が、入居ご利用者様の実態に即した防災訓練(最低年２回)の計画、実

施を行い、また、防災活動への参加、地域防災情報の把握、有事に迅速な対応がで

きる環境整備を行い、ご利用者様の安全確保を行います。 

 

６ 職員の資質の向上と研修 

施設内外の各種研修を通して職員の資質の向上を図ると共に、専門知識及び技術

の向上を目指します。 

(１) 外部研修・発表会への参加 

① 認知症介護実践者研修・キャリアアップ支援研修、認知症介護実践リーダー研修

等を通じ、職員の学習意欲を高め、キャリアアップを図ることにより全体資質の

向上とサービスの満足度を高めます。 

② 介護専門職研修会の参加を通じ、介護技術の習得を目指します。 



 法人内部研修への参加 

① 介護専門職研修会の参加を通じ、介護技術の習得を目指します。 

② 法人が行う各種内部研修等は、研修内容に適した職員が参加し、知識・技術の向

上を図ります。 

(２) 施設内の OJT・職場研修の実施 

① 全職員参加の施設内職員勉強会を通じ、スキルアップを目指します。 

② 研修してきた事に関しては、伝達研修を行い、施設職員全体のレベルアップを図

ります。 

③ 経験の少ない職員については、知識・技能、経験の高い職員により実務を通した

研修を行い、チームワークを形成し、業務、施設内の会議、研修などの中でコミ

ュニケーションを図るよう努めます。 

(３) 職員の資格取得のための取り組み 

    法人の「国家資格等取得者に対する助成要領」による資格取得に対する助成制

度を活用し、職員の資格取得意欲の増進とキャリアアップの支援に努めます。 

 

７ 各種団体との連携と地域交流 

ご利用者様とご家族様や保育園、地域 団体等との交流の場を設け、社会の一 

員として積極的に社会交流が図られることを目指していきます。 

グループホームが立地する地域へ積極的に出向き、地域住民の理解と協力体制  

の確立を目指していきます。 

地域住民、各種団体、保育園等との交流を積極的に取り入れ、地域に開かれたグ 

ループホーム作りを推進していきます。 

（１）広報誌の発行・配布 

発行回数：４回／年  

配布先：-北栄町，包括支援センター，社会福祉協議会，近隣の施設等 

（２）地域交流行事 

年 ３回 

７月そうめん流し  １０月北栄みのり交流祭り  １２月餅つき 

 

８ 年間行事等 

  別紙のとおり 


